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関係者の異分野融合やアウトリーチ活動： 
・ 大分大学Jr.サイエンス事業への参加多数 
・ 大分大学理工学部2年生に開講される授業「イノベーション

科学技術論」を分担 
・ ズボラにプルンとしたプリンを蒸す 4つのポイン ト 

https://youtu.be/CPA10Wjfsps（学会で口頭発表済み） 

・ エレキベースのヘッド落ちを題材にした力学の解説 
https://youtu.be/yn-aXwP-FMo（学会で口頭発表済み） 

・ 加藤義隆，マーケティングの枠組みの紹介が技術者倫理的
質問の回答に与える影響，日本機械学会2021年度年次大
会予稿集(2021)，S201-01.PDF． 

・ 日本機械学会主催「工作作品発表会onウェブ」を新規企画 
・ 西嶋研究室では，令和２年度に，大分県産学官交流グルー

プ活動支援事業の助成金を受けて，Ｔ-PLAN㈱、トヨタ自動
車九州㈱、とともに，太陽電池を搭載したガレージからワイ
アレス充電により，駐車するだけで電動キックボードを充電
するシステムの設計を実施した．この太陽光発電ガレージ
には，今後，大量に回収され始めるハイブリッドカー（プリウ
ス）の中古バッテリーをリユースして用いた． 

・ 西嶋研究室では，令和４年度は，大分県エコエネルギー
チャレンジ支援事業費補助金を受けて，T-PLAN㈱、㈱リ
コーとともに，小型電動車両向けの交換型バッテリーを太陽
光発電を搭載したガレージから充電するバッテリー交換ス
テーションの開発を進めている 

今後の展開： 
 「分野を超えた研究者同士の連携」を模索する活
動を継続する．「具体的な成果を見込めない活動」
に予算や時間を費やす余裕は無く，参加したい者が
参加できるときに参加したら良い．社会状況の変化
に備える意味でも，大学の認定の有無に関わらず，
新しい可能性を模索する機会を設ける．  

大分大学暮らしとエネルギーの総合研究センター

□□をでき
る人，知り
ませんか？

時間なので，自分
の仕事に戻ります．

ダメもとで，
知り合いに連
絡取ってみま
しょうか？

○月?６日昼
今日は久々に
来れました．

他の仕事に
支障が出な
い範囲でや
りましょう．

活動も研究も
それぞれ

今度，○○の
催し企画する
んですよ．

△△の手続きは
どうやってやる
のですか？

無駄足でも害はない．
期待せずに，やりましょう

（設置期間：2016年11月～2022年10月）

大分大学認定研究チームとしての成果： 

 分野の異なる研究者が，「私的な交流」や「共通する研
究テーマ」もなく，交流し続けた．当研究チームの活動自
体は「構成員各自の活動」を圧迫する負担にはなってい
ない．大分大学認定研究チームとして以上が確認できた． 
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